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ひめみこ浪漫コース
スピリチュアル女子の

伊勢参宮の宿場町で旅人
をもてなす心から生まれ
たかざり気のない素朴

な味わいが人気。

なばり饅頭1

問 賛急屋　☎ 0595-63-0353
 平日 8:00 ～ 10:30、土日祝 8:00 ～ 9:00

休 年中無休

かつて倭姫命が天照大神を2年間祀っ
たとされる古社。毎年 2月 7 日、8
日に行われる八日戎は、海の幸と山の
幸の交換が始まりとされるハマグリ
市と植木市が並び、七福神の舞や福
娘が授ける吉兆はご利益ありそう！

伊勢神宮に も奉納されている銘酒「参宮」。
香落渓から 滲み出た地下水と良質の伊賀米
を使い、一 つ一つの工程を手造りにこだわ
りながら醸 しだしています。

地元の生産者から届く新鮮な野菜
や伊賀米、地酒、和菓子などのお
土産がたくさん。

美と健康、くつろぎと癒
しの空間の数々…。希少
な硫黄成分を含んだ温泉
や大人気の高濃度炭酸泉
をはじめとする多彩なお風呂をご用意しております♪

問 澤佐酒造 ☎ 0595-63-0430　
 8:30 ～ 17:00　休 月曜日

予 1 週間前 までに要予約（酒蔵見学）
※�酒蔵の状況 によっては見学できない場合もあります。

常陸国鹿島宮に鎮座していた神さまを奈
良に遷される際立ち寄ったご遷幸伝承地。
「春日古社記」には伊賀国名張郡夏見郷一
の瀬という河にて沐浴され、この間、鞭を
もって験

しるし
としてその河辺に立てたところ

木となり生えたというエピソードも。これ
が鏡池社と神柿として伝わっています。

本殿裏の森中にあり、遷
座のとき鞭とした柿木の
杖を立てたのが根を生じ
たとの伝説がある神木。

神柿
御遷幸の途次、この池に神影が映っ
たと言われ、鏡池と名付けられま
した。この池が濁ると奈良の猿沢
池も濁ると伝えられています。

鏡池

伊勢と大和を結ぶ名張は古代から万葉歌に詠まれた地。
斎王大来皇女の想いにふれながら、パワースポットを
めぐり歩いて、温泉につかる、すっきりキレイになれる
スピリチュアルなひめみこ旅はいかが。

とれたて名張交流館

古代より
〝 おきつもの名張〟
と呼ばれていました

八日戎で
商売繁盛！

　伊勢神宮には未婚の皇女が仕える「斎王」という
制度があり、大来皇女（おおくのひめみこ）は13歳で「斎
王」に選ばれ、大和から名張を通り伊勢へ下向しま
した。大来皇女には 2歳下に弟・大津皇子がおり将
来を期待されていましたが、皇位継承の争いに巻き込まれて 24歳で亡
くなりました。伊勢の地でその悲報を聞
いた大来皇女が弟を想い詠んだ万葉歌は
心を打ちます。伊勢から戻る道すがら名
張で詠まれたのかもしれません…。
　夏見廃寺は大来皇女が父帝天武天皇の
ために建立した昌福寺といわれています
が、大津皇子の菩提を弔うために建てた
のではないか−という見方もあります。
●�夏見廃寺展示館では、復元金堂などを展示。
（詳しくは7ページ）

☎ 0595-62-1755
  9:00～18:00（4月～10月）　、 

　 10:00～18:00（11月～ 3月）
休 年中無休　

☎ 0595-28-5526　  10:00～ 24:00 （最終受付 23:00）
休 年中無休（点検等による休みあり）

旅の終わりに
スッキリと汗を
流しましょう♪

主祭神“宇奈根命”は水、穀物の神
さま。名の由来は元々の御神体であ
る弁天岩が置かれていた場所が名張
川のうねりの側にあることから「う
ねる→うなね（宇奈根）」となった
そう。神社の名も“潤うふし水”と
いう語源が元と伝えられます。

宇流冨志禰（うるふしね）
神社初めての鎮座地と伝
わります。

弁天岩

大来皇女と
大津皇子の
姉弟愛をはじめ
歴史ロマンに
興味津々！

癒しの里 名張の湯

万葉歌碑

我が背子は　いづく行くらむ　沖つ藻の
名張の山を　今日か越ゆらむ（巻 1-43）

磯の上に　生ふる馬
あ し び

酔木を　手折らめど
見すべき君が　在りと言はなくに

（巻 2-166）

万葉歌碑2

蛭子神社3

宇流冨志禰神社4

澤佐酒造5

春日大社の奥宮 積田神社6

まちの駅なばり8

10 月最終
土・日曜日は秋まつり

秋の参道は
イチョウのじゅうたんを
敷きつめたよう

礎石跡からは大和の山々が
見え、 1300 年のロマンを
感じさせてくれます。

夏見廃寺跡7
姉弟の絆を感じる

酒蔵見学も
できます


